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Pepperの存在が
登校する目的に
──公世田谷区立桜丘中学校
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るよう、廊下にデスクとPCを用意

しました。今まで市販のゲームで

遊んでいた生徒が、Pepperにい

ろいろな言葉や手ぶりをつけて

“遊ぶ”ようになるほど、子どもたち

の知的好奇心を惹きつけている

様子がうかがえます。

PC教室のPepperは、主にパソ

コン部の部員が動かしています。

また2018年1月には、コンピュー

ター部が「世田谷ガリレオ・コンテ

スト」（世田谷区教育委員会開

催）の「プログラミング部門」に、

Pepperを使った研究でコンテス

トに応募し、「ドリーム賞」を受賞

多様な子どもに合わせた、柔軟な

教育に挑戦している桜丘中学校

では、3台のPepperが活躍して

います。職員室前のPepperは、

不登校や授業に入れない生徒

がロボアプリを使って遊んだり勉

強したりする場所です。プログラ

ミング授業が始まったこともあり、

誰でもプログラミングを体験でき

しました。さらに2018年6月から

は、特別支援学級の児童を対象

にプログラミング教室をスタートし

ました。Pepperと共に、アイデア

を形にすることを学んできました。

3台目のPepperは、さくら学級

（情緒障がいの子どものための

通級学級）に置かれています。そ

れまで学校を憂鬱に感じていた

生徒も「Pepperがいるから通い

たい」と、登校のモチベーション

になっています。将来的には教師

がPepperを遠隔操作し、生徒が

学習できることを目指しています。

Pepperを使った研究で
コンテストに出場

“Pepperがいるから
通いたい”登校の
モチベーションに

楽しんで学べるから、
できることがどんどん
増えていく

ハイブリッド保育で、
未来を生き抜く力を
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　プログラミング教室には、児童

養護施設の子どもたちも参加し

てくれていました。なかでも毎回熱

心に参加してくれていた中学1年

生の男の子は、家庭や施設で問

題がありがちだったのが、勉強や

生活、友達関係に前向きに取り

組めるようになったとのことです。

　また、特別支援学級に入ってい

る中学1年生の女の子が、Pepper

とのふれあいによって、うまく人と

話ができるようになったというケー

スもありました。この女の子は、知

的理解が難しい子どもでしたが、

パソコンのローマ字入力をマスタ

ーし、簡単なプログラミングまでこ

なせるようになったのです。

　銀のかささぎは、８年前より児

童相談センターや児童養護施設

でICT学習支援活動をしており、

Pepperには子どもの貧困対策と

して開始した「子ども食堂」で “ボ

ランティア先生”になってもらいま

した。成功体験が少なく、褒めら

れる喜びや人とのふれあいを求

めている子どもたちの学習をサポ

ートし、励ますことで、子どもたちの

やる気を育て、学習への意欲を駆

り立てることになるのではという期

待からです。

　今では、地元の観光案内をテ

ーマにしたPepperのプログラミ

ング教室も行っています。子ども

たちが名所を巡り、観光ガイドとし

てまとめ、Pepperで発表するとい

うものです。子どもたちが郷土愛

を育むとても良いきっかけになり

ました。

　さらに、Pepperを活用した子ど

もたちへの学習支援の輪は地域

に広がっています。定期的に近

所の子どもたちを集めて寺子屋

学習会をしている長野市内のお

寺で、ICT学習支援をしました。こ

れは、銀のかささぎの活動に興味

を持った住職さんから「Pepperを

使った学習を是非お寺でしてほし

い。」と依頼を受けたことがきっか

けで実現しました。

当日は、本堂でお経を聞きながら

座禅を組み、気持ちを整えます。そ

して、iPadで学習をした後、Pepper 

Makerというプログラミングのロ

ボアプリを使って効果音や画像、

セリフを組み合わせてPepperを

動かして楽しんでいました。 ICT

が初めての子どもたちも、あっとい

う間にやり方がわかり、どんどんチ

ャレンジしてくれました。

　こうした活動を通し、学力に困

難なことが多かった子どもが、

Pepperを通じて、楽しみながら勉

強できるようになったり、子どもた

ちがPepperを通して明るい未来

を想像できたことは大変意義深

いものです。

ワクワクと
“できる喜び”で、一歩前へ
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　Pepperと子どもたちとの交流

で期待したのは、コミュニケーショ

ン面です。子どもの笑顔が広がり、

好奇心や探究心が芽生えればと

いう想いでデジタル専用ルーム

にPepperを置き、「Pepperと遊

ぼう」の時間を設けました。子ども

たちがPepperと歌ったり踊った

り、英語で遊んだりしました。踊り

や英語も上手で、子どもたちと自

然に交流しています。

　つるみね保育園は、鹿児島県

鹿屋市にある小さな保育園です。

少子高齢化・過疎化の中にあっ

ても、未来に向かってチャレンジ

したいという強い想いで、「9割の

アナログ保育と1割のデジタル保

育」という、オリジナルの“ハイブリ

ッド保育”を進めてきました。そして

「幼児期のプログラミング」での

可能性を追求しているところへ、

Pepperを迎えました。

　Pepperがいると、自然とみん

なが笑顔になり、明るい気持ちに

なるから不思議です。以前、塞ぎ

がちだった高齢男性が、Pepper

との野球を楽しまれたことがあっ

たのですが、8球目にホームラン

を打ったことで笑顔が戻り、奥様

が涙を流されていました。その様

子を見ながら、「人間だけでなくロ

ボットとの交流でも、何かを変える

ことができるかもしれない」、そう

感じたものです。これからも効率

や便利さを追うことだけにとどまら

ず、人の気持ちを明るくしてくれる

Pepperの活用方法を追求して

いきたいと思います。

みんなを笑顔に、明るくしてくれる
Pepperの“魔法”
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